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1 .はじめに

Audiolingualism全盛時には，文型の習得と平行して，正確な発音の習得は不可欠とされてい

たが，現在のコミュニケーションを重視した外国語教育の流れの中で、は，発音はもはや目標の中

心的要素とは考えられていない。代って，文法から文の機能さらには談話のレベルへと，意味の

分野へ関心が移行しているように思われる。しかしながら，音声指導の立ち遅れた日本の英語教

育においては，コミュニケーショシへの関心，要求の高まりとともに，音戸面の指導の重要性は

今後さらに大きくなると予想される。ところが，音戸学・音韻論の進展に比べ，発音指導は依然

として. segmentレベルの調音を中心とした音素アプローチに留まっている。そこで本論では，

まず発音指導の位置づけの変化についてふれ，発音指導の現状を踏まえた上でそのあり方を考察

するとともに，特に英語教員養成の中での音声演習の重要性について述べることにする。

2 .発音指導の位置づけの変化

音声そのものを言語学的に研究することに加えて，対人間コミュニケーショ γにおいて，たと

えば話者のイ γ トネーショ γがもたらす心理的あるいは社会的影響を調査しようとする，コミュ

ニケーショ γ科学としての音戸の研究が進展しつつある。これに対して. TEFL I TESLの分野

においては，個々の音の調音指導を中心とした伝統的なアプローチは衰退し，発音指導そのもの

の位置づけも変化してきている。その背景にはいくつかの原因が考えられる。

まず，構造中心からコミュニケーショ γ重視へという流れに沿って. formよりも functionが

重視され，発音の完全な正確さよりも，通じることをめざしたなめらかさが重視されるようになっ

たことが挙げられよう。また，学習者の誤りの分析においても，母語話者の判断をもとにした誤

りの重みづけ (errorgravity)調査から，個々の発音上の誤りは理解上の大きな障害とはなら

ないことが明らかにされている。それにより，コミュニケーションを重視した教材編成において

も発音の占める重要性は限られたものとなってきている。

第 2の理由として，言語教育が学習者中心へと視点を移動しつつある中で，直接的な指導と発

音の習得との関係に不明な点が多く，教える側が頼るべき指針が定まっていないことも挙げられ

よう。たとえば，さまざまな練習形態と学習効果の促進および保持，あるいは学習者要因との関

わりなど，発音習得のプロセスの研究は，発音指導のあるべき方向を示すに至っていない。さら

に，近年の理解中心のアプローチの試みなどから，正確な発音の習得に，直接的な発音指導の寄

与しうる可能性自体を疑問視する調査研究結果も出されてきたことにより，発音指導の位置づけ

がさらに不安定なものになってきたと考えられる。

しかしながら，母語と著しく異なる言語を，教室という限られた環境で，しかもかなり年令の

高い時期から学習し始める日本のような場合には，何らかの形での発音指導が不可欠であり，そ

の効果的な指導をめざして留意すべき点を，現状との対応の中で考えてみたい。
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3 .発音指導の現状と改革の方向

発音指導に対する関心が低下している中で，現在まで一般に行なわれてきた発音指導の目標，

および指導法などの根本原則にも変化が見られる。そこで，以下では発音指導の現状と，それに

対する現在の傾向あるいは今後の改革の方向について考えることにする。

① ‘phonemic-based view' から‘discourseーbasedview'へ

一般に，発音指導は個々の子音・母音の調音訓練から始まり，その後，二次的に強勢とイシ

トネーションに移る形態を取っている。これは，個々の音素が指示的意味の表現と関係し，個々

の発音が高次の意味を形成するという，下から上への伝統的な‘bottom-up' の考え方であ

る。

これに対して，談話分析の視点からみると発音は意味だけに関わるのではなく，コミュニケー

ショシの過程において，各言語特有の響き，話し手/聞き手の心理的距離など対人関係を形成

する相互作用の重要な部分であることがわかりはじめた [Penningtonand Richards 1986J。

これは文を越えたレベルから個々の構成要素をながめる‘top-down'の考え方に基づいてお

り，従来までの，単音から最小対立にとどまっていた練習に，より大きな談話の単位を持ち込

んだものと言えるであろう。

② ‘phoneme-approach' から‘integratedapproach' へ

最近まで，発音教授の枠組をつくるものは分節音素であり，調音音声学をペースに調音点と

調音方法を示して，一音ずつ指導された。音声演習のテキストの大半は，分節音の練習から始

まり，かぶせ音素の説明，練習は分節音の指導後，しかも，わずかな時間しか与えられないこ

とが多かった。

ところが，音素アプローチの限界を指摘する Penningtonand Richards (1986 : 218)によ

れば，音素レベルでの正確さは，もはや指導の際の基本目的ではなくなってきている。つまり，

個々の分節音の正確さが，母語話者に近い発音，あるいはわかる英語というものを特徴づける

とは言い難L、からである。しかも，多くの学習者にとって完全な発音の習得は現実的な目標と

は考えにくい。

これに対して，発音指導の力点は，個々の音素についての狭い視点から，より広い視点，す

なわち，目標音らしい響き (voice-settingfeature) ，強勢，イ γトネーショ γ，あるいは

音のつながりによる短縮形，弱形，同化といった側面の指導へと移行しつつある。ここでの

‘integrated' とは，分節者とかぶせ音素を合わせた指導の可能性をさしている。誤答の重み

づけの研究からも，従来のような音素中心のアフ.ローチの転換が求められている。たとえば， James 

(1976)は，コミュニケーショ γ上の重要性からは，個々の音素の発音が著しく理解の妨げと

なる場合を除いては，かぶせ音素の果たす役割の方が大きいと指摘している。さらに，それを

日本人の英語について実証的に示した竹蓋(1982)によれば，日本人の英語の音声上の問題点

は，まさに重要なものから，順に存在しているという。つまり，イシトネーショ γ，リズム，

単音のIi頂である。従って， 日本人の英語には通じやすさのために最も必要な要素が最も欠けて

いるということができょう。そこで，本格的な音声指導が可能な大学レベルでは，中・上級学

習者を対象に，かぶせ音素から練習を開始する可能性も考えられてよい。
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@ ‘production -oriented' から‘production& perception oriented' へ

調音音声学の成果が導入される以前の音声指導は 'listenand repeat'の模倣を中心と

したものであった。そして，音声学の成果が指導に取り入れられ，効果が上がったとする報告

も多い。ところが，反面，目に見える部分での調音中心の訓練で，音声指導において「音を発

する」側而のみが，重視されるようになった。確かに目標となる音素によっては，たとえば/f/

や/8/のように，調音器官の位置と調音法の説明の方が，聴き分け練習よりも効果的な場合も

ある。しかしながら，音声練習において，自分の発音をモニターし，誤りをチェックできる能

力を養成するためには，単音やイントネーショシなどを聞き分ける練習の重要性を再考すべき

ではないだろうか。たとえば，イシトネーションにおけるピッチの上下は， /231/のようなデ

ジタル的表記の説明のみでなく，まずリスニシグ指導においてアナログ的に体感させることが

必要と思われる。また，将来の英語教員として，音声指導においてモデルとコーチの二役をこ

なすためにも，自他の発音を検聴する能力の養成は不可欠である。そのためには，自然なモデ

ルに多く接することが重要であろう。

発音と聞き取りの両能力の関係について，日本人大学生を対象とした実験においても，聴き

取り能力の高い者は発音の能力が高く，外国人なまりが少ないことが報告されている[竹蓋

1982]。発音と聞きとりの能力が相乗的な効果を持つことも推測されるが，いずれにせよ，音

素レベルから談話レベルに至るまで， リスニングの指導は最も学習者任せにされてきたと言え

よう。

④ ‘explicit instruction' から‘monitorcompetence' の養成へ

外国語学習の成功に関わる要因のうち，年令，性別，性格，異文化への態度など学習者因子

との関係を調べた研究は多いが，教師あるいは教室活動は，外国語発音学習にどのように関わ

るのであろうか。正確な発音習得の予測要因を調査した Purcelland Suter (1980)は，第 E

言語，口頭模倣能力，外国での滞在期間，発音の正確さへの関心，の 4つを条件としている。

さらに，教室での練習の量と質，あるいは教師が母語話者であるかないか，は正確な発音の習

得とは関係が少ないと述べている。

このように，発音の上達に教師や教室活動の関わる側面は少ないとする指摘をもとに， Krashen 

and Terrell (1飽3:叩)は，発音指導において，実際に音を出す前の，音に対する感覚(“feel"for 

phonology)を育てることの意義を強調している。一般に，発音の学習は，反復練習が中心

であるが，クラスの緊張した雰囲気の中で，短期間に正確な発音の習得をめざすことには無理

があると思われる。学習者は中間言語発音の段階を経ながら，時間をかけて徐々に目標音に近

づいていくのであり，その過程で自分の発音の進歩，あるいは誤りをチェックできるモニタ一

能力が養成されることの意義は大きい。

4 .おわりに

最後に，英語教員志望者を対象とした発音指導のあり方を考えてみたい。まず，音声技能の修

得は，なるべく早い時期に開始されることが望ましい。従来，音声技能養成は学習者任せにされ

ることが多かったが，学習方法や機会の提供に取り組む必要があろう。また，指導形態について

も再考の時期に来ていると考える。つまり，発音の指導において，音声学の導入は手段として

始まったのに対し，次第に，発音の指導が音声学の講義と同一視され，目的となってしまっては

いないだろうか。発音指導に音声学の成果は利用するとしても，そこで得られた専門用語，概念
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などの知識が残るだけでなしそれらはあくまで技能に裏づけされたものでなくてはならない。

しかしながら，将来の英語教員にとっての英語音声学の知識の重要性を否定するものでは全く

ない。ただし英語音戸学がもともと，英米人が母語の音声を科学的に研究する方法として確立

されたものであることを考えれば，幼時から英語で育ってきた英米人に対して，英語の基礎音が

しっかりと身についていない日本人にとって，いくら体系的な音声学の知識があっても.自分自

身で正しい発音ができなければ，英語の発音を教えるには不十分であろう。ある意味では， St閃vens

(1974: 182)の言うように，発音指導は，発音器官の筋肉をコソトロールする能力の鍛錬と考

えれば，言語学よりも体育により近いものと言えるであろう。そこで，発音指導のための基礎力

養成には，純粋に技能訓練の場としての，音声演習の開講が必要と考える。そして，その中では.

英語音声学のテキストに見られる分節音素からかぶせ音素へという手順にとらわれることなく，

また従来の「理論から実践へ」というアプローチに対して， i実践から理論へ」というアプロー

チも考えられてよいであろう。
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